
第 E章調査結果

1 住まいの損害保険および共済の加入状況

本調査結果の集計は、損害保険・共済等の加入状況により、地震保険の加入・非加入の

別で 2区分、その詳細として 6区分に分けて行った。

具体的な区分内容は以下の通りである。

( 1 )地震保険加入状況 2区分

地震保険加入者 |地震危険を損害保険でカバーすることを選択している回答者

(6，998サンプル) I 本調査においては、「住居建物」または「家財」の少なくともど

ちらか一方に対して地震保険に加入している回答者のこと。地震

保険は火災保険とセットで加入する商品であるため、これらの回

答者は同時に火災保険にも加入している。

地震保険非加入者 |上記以外の回答者

(8，500サンプル)

( 2)地震保険加入状況(詳細): 6区分

地震保険加入者 |前掲

(6，998サンプル)

共済加入者(地震担保)地震危険を共済でカバーすることを選択している回答者

(895サンプル) I 本調査においては、上記の地震保険加入者以外で、「住居建物」

または「家財」の少なくともどちらか一方に対して、地震危険を

カバーする共済に加入している回答者のこと

その他地震補償加入者 |地震危険を保険や共済でカバーしないことを選択しているが、そ

(202サンプル) Iの他の地震補償制度に加入している回答者

火災保険のみ加入者 |火災保険に加入する際に地震保険には加入しないことを選択した

( 4，491サンプル) I回答者

本調査においては、地震保険加入者以外で、「住居建物」または

「家財」の少なくともどちらか 方に対して火災保険に加入して

いるが、地震による被害を補償する共済またはその他の地震補償

制度には加入していない回答者のこと

共済加入者(地震不担保) I地震危険を共済でカバーしないことを選択している回答者

(147サンプル) I 本調査においては、上記の 4区分以外で、「住居建物」または「家

財」の少なくともどちらか 方に対して、共済に加入している回

答者のこと

保険・共済非加入者 |上記の 5区分以外の回答者

(2，765サンプル)
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《参考》住居建物・家財別地震保険加入状況(詳細)別サンブρル数

本調査の Q29とQ30では、住居建物と家財それぞれについて、損害保険や共済の加入状

況を質問している。その結果を下表に示す。例えば地震保険加入者 (6，998サンフ。ル)のう

ち、住居建物と家財のどちらとも地震保険に加入している者は約 7割 (4，961サンフ。ル)で

ある。他の加入状況区分の者についても、住居建物と家財の加入状況が同じ区分である者

の割合は 7割以上となっている。

「住居建物」加入状況 4-7 3.8.9 2 10 11 

(Q29) 地
済加共

そ 火
済加共

保険 計震 の 〈リ〈え〈

保加険
他

保険
( 

入 地 入 共 重

者 の 者
済加非

複

入 地 み 地
を

者 震 力日 震
除

担 入 不 入 く
「家財」加入状況

入者
者 者

) 

保 担保
(Q30) 

地震保険加入者 義鱒I 議鱗 港a 易機 意霊 ''-摂 6.853 

4 
共済加入者(地震担保) 盟事 899 

7 
31 95 44 150 1.202 

3 その他地震補償加入者 1轍 58 90 45 22 106 378 

2 火災保険のみ加入者 関 125 35 3.160 103 1.175 4.539 

8 共済加入者(地震不担保) 翻 25 5 31 126 27 188 

9 保険・共済非加入者 関 23 11 221 41 2.775 3.120 

計(重複を除く) 5.106 1.090 176 3.821 339 5.368 15.498 

(注)前ページの I( 2)地震保険加入状況(詳細): 6区分」のサンブツレ数は、「居住建物」

と「家財」の何れかが加入状況に該当するサンプル数を集計した値のため、本表の

サンフ。ル数計とは値が異なる。
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2 回答者および回答者の世帯の属性

( 1 )回答者の立場

SQ 1目回答者の立場

【地震保険加入状況別】 (n) 
00/0 20出 40% 60% 80% 

地震保険加入者 (6，998)

地震保険非加入者 (8，500)

【地震保険加入状況別(詳細)】

地震保険加入者 (6，998)

共済加入者(地震担保) (895) 

その他地震補償加入者 (202)

火災保険のみ加入者 (4，491) 

共済加入者(地震不担保) (147) 

保険共済非加入者(2，765)

. 世帯主 口世帯主の配偶者

米間番号の SQはスクリーニング調査の設問であること設問であることと設問番号を示す(設問 覧は〔付録 1)

(P 95~99) を参照〕。

100o/c 

世帯主あるいはその配偶者を対象としてアンケートを実施した。回答結果における世帯

主とその配偶者の比率はどの区分においても 6: 4前後である。
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( 2)未既婚別

調査会社保有情報目未既婚別

【地震保険加入状況別】

地震保険加入者 (6，998)

地震保険非加入者 (8，500)

【地震保険加入状況月Ij(詳細〕】

地震保険加入者 (6，998)

共済加入者(地震担保) (895) 

その他地震補償加入者 (202)

火災保険のみ加入者 (4，491)

共済加入者(地震不担保) (147) 

保険共済非加入者(2，765)

)
 

れ(
 

. 未婚 口既婚

80% 100% 

《参考》平成 22年国勢調査による世帯主の酎偶関係
40% 60% 

世帯主の配偶関係

20% 

自3，8 幽1.1
. 未婚

回既婚(離別)

口既婚(配偶者有) 口既婚(死別)

口不詳

6 

米 1行自の「調査会社保有情報Jは回答者(イン亨ーネットリサーチモニ亨〕について、この調査を行った調査会社が

元々保有している情報であることを示す。

回答者の結婚の有無について質問した。地震保険加入者の「未婚J(死別、離別を含む)

の比率は 15.9%、地震保険非加入者の「未婚」の比率は 26.6%と、約 11%の差がある。

地震保険非加入者について詳細にみると、共済加入者(地震担保)は「既婚J(83.2%) 

の比率が他の地震保険非加入者よりも高い。また、保険・共済非加入者は「未婚J(36.6%) 

の比率が 3割半ばとなっている。

《参考》に平成 22年国勢調査による世帯主の配偶関係を示す。この結果と比較すると、

保険・共済非加入者の区分の「未婚」の比率が高いことがわかる。



(3 )世帯主の年齢

調査会社保有情報回世帯主の年齢

・世帯主の年齢

【地震保険加入状況別】 (n) 

地震保険加入者 (6，998)

地震保険非加入者 (8，500)

【地震保険加入状況別(詳細〕】

地震保険加入者 (6，998)

共済加入者(地震担保) (895) 

その他地震補償加入者 (202)

火災保険のみ加入者 (4，491)

共済加入者(地震不担保) (147) 

保 険 共 済 非 加 入 者 (2，765)

《参考》平成 22年国勢調査による世帯主の年齢

世帯主の年齢

100% 

40出 60% 80% 100% 

42，7 

地震保険加入者、非加入者の年齢構成は、地震保険加入者の 40歳以上の比率 (73.7%)

に比べて共済加入者(地震担保)の 40歳以上の比率 (85.6%)が大きい。

《参考》に平成 22年国勢調査による世帯主の年齢構成を示す。この構成比率と比較する

と、本アンケート回答者の方が特に 60歳以上は少ないが、 40歳以上の比率 (76.0%)は同

程度となっている。
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(4 )世帯主の職業

SQ5，世帯主の職業

【地震保険加入状況別】 (刊

地震保険加入者 (6，998)

地震保険非加入者 (8，500)

【地震保険加入状況別(詳細〕】

地震保険加入者 (6，998)

共済加入者(地震担保) (895) 

その他地震補償加入者 (202)

火災保険のみ加入者 (4，491)

共済加入者(地震不担保) (147) 

保険共済非加入者(2，765)

. 会 社 員 公 務 員 事 務 系 職 口会社員公務員技術系職

口会社員公務員販売 サピλ系職回会社員公務員その他

口 自営業 農林漁業 巴 自営業 商工サピλ業

口 自営業その他 固主婦

.学生 白ノ〈卜アJレバイト

固その他 口無職

地震保険加入者の世帯主の職業は、会社員・公務員の比率が最も高く、全体の 66%を占

める。その中でも事務系職が 26.6%と最も高い。地震保険非加入者も同様に会社員・公務

員の比率が 6割と高いが、地震保険加入者と比較すると、 6%低い。地震保険非加入者では、

加入者と比較して「パート・アルバイト」の比率がやや高い。

地震保険非加入者について詳細にみると、どの区分でも事務系職、技術系職の会社員・

公務員が 2割前後を占めている。共済加入者(地震不担保)は、「無職」の比率が高い。
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(5 )世帯の人数

①家族の人数

Q70目ご家族の人数(注)をお答えください。(あなたご自身も含めて)

(注〕同居の親族と、生計を同じくする別居の親族の合計

【地震保険加入状況別】 (n) 

地震保険加入者 (6，998)

地震保険非加入者 (8，500)

【地震保険加入状況別(詳細)】

地震保険加入者 (6，998)

共済加入者(地震担保) (895) 

その他地震補償加入者 (202)

火災保険のみ加入者 (4，491)

共済加入者(地震不担保) (147) 

保険共済非加入者(2，765)

|目人口 2人口 3人回4人 口 5人目 6人以上口無回答

米間番号の Qは本調査の設問であることと設問番号を示す(設問 覧は〔付録2) (P 103~138) を参照〕。

地震保険加入者・非加入者の比較において、差が大きいのは 11人」の比率である。地震

保険非加入者の 11人」の比率 (17.6%)は、地震保険加入者の 11人」の比率 (9.4%)

を 8%上回る。また、 14人」の比率は、地震保険加入者 (25.0%)が非加入者 (20.7%)

を4%上回る。

地震保険非加入者について詳細にみると、いずれの区分でも 12人」の比率が 3割前後と

最も高い。保険・共済非加入者は 11人J(26.0%)の比率が他の区分よりも高くなってい

る。
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②扶養家族の人数

Q70目ご家族の人数(注)をお答えください。(あなたご自身も含めて)

(注〕同居の親族と、生計を同じくする別居の親族の合計

.扶養家族の人数

【地震保険加入状況別】

地震保険加入者 (6，998)

地震保険非加入者 (8，500)

【地震保険加入状況別(詳細)】

地震保険加入者 (6，998)

共済加入者(地震担保) (895) 

その他地震補償加入者 (202)

火災保険のみ加入者 (4，491)

共済加入者(地震不担保) (147) 

保険共済非加入者 (2，765)

)
 

れ(
 

O~ 20% 40% 60% 80% 100% 

|・いない口 1人口 2人国 3人 口 4人園川上口無回答

地震保険非加入者の世帯では、地震保険加入者の世帯に比べて、扶養家族が「いなしり

比率が高い。

地震保険非加入者について詳細にみると、保険・共済非加入者では、他の区分と比較し

て、扶養家族が「いなしリ比率 (43.3%)が高い。共済加入者(地震担保)は、 11人J(32. 7%) 

が他の区分よりも高くなっている。
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③未就労の子供の人数

Q70目ご家族の人数(注)をお答えください。(あなたご自身も含めて)

(注〕同居の親族と、生計を同じくする別居の親族の合計

.未就労の子供の人数

【地震保険加入状況別】

地震保険加入者 (6，998)

地震保険非加入者 (8，500)

【地震保険加入状況別(詳細)】

地震保険加入者 (6，998)

共済加入者(地震担保) (895) 

その他地震補償加入者 (202)

火災保険のみ加入者 (4，491)

共済加入者(地震不担保) (147) 

保険共済非加入者 (2，765)

)
 

れ(
 0% 20% 40% 60% 80% 100~ 

.いない口 1人口 2人図 3人口 4人以上口無回答

地震保険非加入者の世帯では、地震保険加入者の世帯に比べて、未就労の子供が「し、な

い」比率 (59.2%)が高くなっている。

地震保険非加入者について詳細にみると、共済加入者(地震担保)、保険・共済非加入者

社は、他の地震保険非加入者と比較して、子供がいない世帯の比率がおよそ 6割と高くな

っている。
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(6 )被災時に使用できる預貯金等の額

【地震保険加入状況別】

Q71田地震による被災時など、いざというときに使える預貯金等の額について、お答えください

)
 

れ(
 100% 

地震保険加入者 (6，998)

地震保険非加入者 (8，500)

【地震保険加入状況月Ij(詳細〕】

地震保険加入者 (6，998)

共済加入者(地震担保) (895) 

その他地震補償加入者 (202)

火災保険のみ加入者 (4，491)

共済加入者(地震不担保) (147) 

保険共済非加入者(2，765)

0% 20% 40% 60% 80% 

21.4 

23，2 

24.7 

ロ 100万~200万円未満

口 500万~1 ，0∞万円未満

口 1 ， 5∞万~2，0∞万円未満

口わからない/答えたくない

図 200万~500万円未満

国 1 ，000万~1 ，500万円未満

回2，000万円以上

《参考》平成 25年国民生活基礎調査による世帯の貯蓄額

世帯の貯蓄額

00/0 60% 100% 

. 50万円未満

口 100万~200万円未満

口500万~川口口万円未満

口 1 ，5∞~2，0∞万円未満

口不詳

口 50万~100万円未満

回 200万~500万円未満

日 1 ，000万~1 ， 5∞万円未満

回 2，000万円以上

被災時に使用できる預貯金等の金額について尋ねた。地震保険加入者では、 1200万"'-'500

万円未満」の比率 (16.9%)が最も高く、地震保険非加入者では、 150万円未満J(19.8%) 

が最も高い。

地震保険非加入者について詳細にみると、 150万円未満」の比率が最も高いのは、保険・

共済非加入者 (24.8%) で2割半ばとなっている。

《参考》に平成 25年国民生活基礎調査による世帯の貯蓄額の構成比率を示す。本調査で

は、被災時に使用できる額を尋ねているのに対し、国民生活基礎調査では貯蓄額全体を尋

ねているという違いがある。国民生活基礎調査の結果は、本調査と比較して高額の区分の

比率が高い。
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(フ)世帯の年収

【地震保険加入状況別】

Q72目あなたの世帯の年収(額面)について、お答えください。

)
 

れ(
 100% 

地震保険加入者 (6，998)

地震保険非加入者 (8，500)

【地震保険加入状況月Ij(詳細〕】

地震保険加入者 (6，998)

共済加入者(地震担保) (895) 

その他地震補償加入者 (202)

火災保険のみ加入者 (4，491)

共済加入者(地震不担保) (147) 

保険共済非加入者(2，765)

0% 20% 40% 60% 80% 

固 1 ，000万~1 ，500万円未満

臼 2，000万円以上

《参考》平成 25年住宅・土地統計調査(速報集計結果)による世帯の年間収入

0 %20%  40% 60% 80%00%  

世間間収入 園圃圃圃園圃圃圃圃 14，8 110.2闘16，91

. 500万円未満 口 500万~700万円未満

図 1 ，000万~1 ，500万円未満

目2，000万円以上

口 700万~，1000万円未満

口 1 ，500万~2，000万円未満

口不詳

世帯の年収について、地震保険加入者では 1500万円未満」の比率 (32.2%)が最も高く

3割強、次いで 1500万"'-'700万円未満J(22.6%)、1700万"'-'1000万円未満J(18.9%) が

2割前後となっている。地震保険非加入者でも、この順番は同じであるが 1500万円未満」

(45.4%)が 4割半ばとなっており、加入者よりも低額の回答比率が高い傾向が見られる。

詳細な区分別にみると、保険・共済非加入者の区分では、他の区分よりも 1500万円未満」

(53.2%) の比率が高く、 5割以上となっている。

《参考》に平成 25年住宅・土地統計調査(速報集計結果)による世帯の年間収入を示す。

この統計による年間収入では 1500万円未満J(62.2%)が 6割程度を占めており、本調査

結果の方が、全体的に高所得世帯の構成割合が高い。
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3 居住する住居建物の属性

( 1 )建て方

SQ3目あなたのお住まいの形態をお答えください。

【地震保険加入状況別】 (刊
O~ 20% 40% 60% 80% 100~ 

地震保険加入者 (6，998)

地震保険非加入者 (8，500)

【地震保険加入状況別(詳細〕】

地震保険加入者 (6，998)

共済加入者(地震担保) (895) 

その他地震補償加入者 (202)

火災保険のみ加入者 (4，491)

共済加入者(地震不担保) (147) 

保険共済非加入者 (2，765)

口 戸建て賃貸住宅

持ち家 図共同住宅(マンション等)

《参考》平成 25年住宅・土地統計調査(速報集計結果)による住宅の建て方

住宅の建て方 圃圃圃圃霊園圃圃.，q11，5 際綴緩総議機2

. 戸建て持ち家 口 戸建て賃貸住宅

ロ共同住宅(マンション等) 持ち家 図共同住宅(マンション等) 賃貸住宅

口その他

米住宅の所有の関係「不詳Jを除いて集計した。

建物の形態は、地震保険加入者では「一戸建て・持ち家J(57.9%) の比率が最も高く、

5割強となっている。次いで「共同住宅(マンション等)・持ち家J(24.8%)が2割半ばで

続く。一方、地震保険非加入者も「一戸建て・持ち家J(46.0%) の比率が最も高いが 4割

半ばにとどまり、加入者と 12%の差がみられる。また、非加入者は「共同住宅(マンショ

ン等)・賃貸住宅J(36. 1 %)が 3割半ばと高く、加入者 (14.9%) との差が大きい。

地震保険非加入者について詳細にみると、共済加入者(地震担保)の区分において、「一

戸建て・持ち家J(75. 2%) の比率が 7割半ばと高く、他の区分を大きく上回る。一方、保

険・共済非加入者は、「共同住宅(マンション等)・賃貸住宅J(49.9%) が 5割を占める。

《参考》に平成 25年住宅・土地統計調査(速報集計結果)による住宅の建て方の構成比

率を示す。住宅・土地統計調査による持ち家比率 (63.4%) より地震保険加入者の持ち家

比率 (82.7%) の方が高い結果となっている。
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( 2)構造

Q62目あなたの住んでいる住居建物の主な構造をお答えください。

【地震保険加入状況別】 (n) 
0% 20% 40% 60% 80% 1 00~ 

地震保険加入者 (6，998) AEEL 46，9 

地震保険非加入者 (8，500)

【地震保険加入状況別(詳細〕】

地震保険加入者 (6，998) !i'A:I 46，9 

共済加入者(地震担保) (895) 

その他地震補償加入者 (202)

火災保険のみ加入者 (4，491)

共済加入者(地震不担保) (147) 

保険共済非加入者 (2，765)

. 木造 口非木造 口わからない

米「木造Jはアンケー卜回答における「在来木造Jr木質プレハブ造またはツーバイフオー(枠組壁工法)Jr木造(詳

細はわからない)Jの合計、「非木造Jは「鉄骨造、鉄骨プレハブ造Jr鉄筋コンクリー卜造、鉄骨鉄筋コンクリー

卜造Jr非木造(詳細はわからない)Jの合計

《参考》平成 25年住宅・土地統計調査(速報集計結果)および地震保険統計による住居建物の構造

日切 20% 40% 60% 80% 100% 

平成25年住宅土地統計調査(速報)

-・・・・・・・.. 11: 
41.9 

による住居建物の構造比率

. 木造 口非木造 口その他

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

平成25年度末地震保険統計による

圃固・園・・田・・園E圃田園圃・・E・一・・一・
47自

住居建物の構造比率

平成25年度末地震保険統計による 60.7 
家財の構造比率

. 口構造(イ構造以外) 口ィ構造(主に耐火準耐火造)

住居建物の構造について、地震保険加入者と非加入者の聞に大きな違いはみられない。

地震保険非加入者について詳細にみると、「木造」の比率が最も高いのは、共済加入者(地

震担保)で 7割となっている。一方、「木造」の比率が最も低い区分は、保険・共済非加入

者 (37.3%)で、あった。

《参考》に住宅・土地統計調査による住居建物の構造比率、および平成 25年度末地震保

険統計による建物・家財別の構造比率を示す。住宅・土地統計調査と比較すると、本調査

結果による地震保険加入者および保険・共済非加入者は「非木造」の比率が高い。《参考》

に示した地震保険統計の住宅の構造比率では、家財を対象とする契約の住宅の構造は、建

物を対象とする契約と比較すると「イ構造(主に耐火・準耐火造)Jの比率が高い。
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(3 )建築時期

Q63目あなたの住んでいる住居建物の建築時期をお答えください。

【地震保険加入状況別】 (n) 
日切 20% 40% 60% 80% 100% .， 

V/////////A 

地震保険加入者 (6，998)

地震保険非加入者 (8，500)

【地震保険加入状況月Ij (詳細〕】

地震保険加入者 (6，998)

共済加入者(地震担保) (895) 

その他地震補償加入者 (202)

火災保険のみ加入者 (4，491)

共済加入者(地震不担保) (147) 

保険共済非加入者(2，765)

. 昭和35年以月IJ ロ
口平成3~12年 日平成13~22年

口平成23年以降 口わからない

《参考》平成 25年住宅・土地統計調査(速報集計結果)による住宅の建築の時期

B 0% 80% 

住宅の建築の時期 間 6，31 16，0 問問 21.2 I 制
. 昭和35年以前 口昭和36~45年 口昭和46~55年

国昭和56~平成2年 口平成3~12年 目平成13~22年

口平成23年以降 口不詳

住居建物の建築時期は、地震保険加入者では「平成 13"'-'22年J(31. 3%) の比率が最も

高い。一方、地震保険非加入者では、「平成 3"'-'12年」が 24.8%で最も高くなっている。加

入者と非加入者を比較すると、加入者で全般的に新しい建築時期の構成比率が高くなって

し、る。

地震保険非加入者について詳細にみると、その他地震補償加入者の区分で、「平成 23年

以降J(12.4%) が 1割を超える。

《参考》に平成 25年住宅・土地統計調査による住宅の建築の時期の構成比率を示す。昭

和田年以降の比率 (64.8%) について、保険・共済非加入者 (60.3%) は低いが、他の区

分では何れも高い結果となっている。
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(4 )購入する際の住宅ローンの返済状況

【SQ3(住居建物の形態〕で「 戸建て 持ち家Jr共同住宅(マンション等〕 持ち家Jと回答した人に】

Q66 あなたの住んでいる住居建物を購入する際、融資(住宅ローン)を受けましたか。(あてはまるもの

をひとつだけお選びください)

【地震保険加入状況別】

地震保険加入者 (5，783)

地震保険非加入者 (4，861)

【地震保険加入状況別(詳細〕】

地震保険加入者 (5，783)

共済加入者(地震担保) (766) 

その他地震補償加入者 (117)

火災保険のみ加入者 (2，808)

共済加入者(地震不担保) (98) 

保険共済非加入者 (1，072)

)
 

れ(
 0% 20% 40% 60% 80% 100~ 

17，2 

31.5 

35.7 

39，8 

口融資(住宅ローン)を受け、道乙普を全て終了した

口融資(住宅ローン)を受けていない

持ち家に居住している人に、住宅購入の際に利用した住宅ローンについて尋ねた結果を

みると、地震保険加入者は「融資を受け、現在返済中のものがあるJ(55. 6%)が 5割半ば

となっている。地震保険非加入者は、加入者に比べて、「融資を受け、返済を全て終了した」

の比率が僅かに高い (31.8%)。

地震保険非加入者について詳細にみると、「融資を受け、現在返済中のものがある」の比

率が最も高いのは、その他地震補償加入者 (70.1%) の区分で、あった。また、保険・共済

非加入者の区分では、「融資を受けていなしリ (39.8%) の比率が 4割と高い。
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(5 )地盤の良否

【地震保険加入状況別】

Q67目あなたは、お住まいのある場所の地盤をどうお考えですか。

)
 

れ(
 

地震保険加入者 (6，998)

地震保険非加入者 (8，500)

【地震保険加入状況別(詳細)】

地震保険加入者 (6，998)

共済加入者(地震担保) (895) 

その他地震補償加入者 (202)

火災保険のみ加入者 (4，491)

共済加入者(地震不担保) (147) 

保険共済非加入者 (2，765)

. 地盤がよい 口地盤が悪い 口わからない

100% 

住居場所の地盤についての質問では、地震保険加入者の 42.4%が「地盤がよしリと回答

している。一方、地震保険非加入者は、「わからないJ(46.3%)の比率が最も高く、 4割半

ばに及ぶ。

地震保険非加入者について詳細にみると、「地盤がよし、」の比率はほとんどの区分で 4割

前後となっている。ただし、保険・共済非加入者では 3割にとどまり、「わからないJ(54.6%) 

が 5害IJ半ばを占める。
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(6 )住居周辺の建物密集度

Q68目あなたのお住まいのまわりは、建物が密集していると思いますか。

(注)密集している地域とは、狭い敷地に建物が建て並んでいて、地域内に広い道路や公園等があまりな

く、昔からある木造建築物が多く存在する地域を指します。

【地震保険加入状況別】 (n) 
0% 20% 40% 60% 80% 1 00~ 

地震保険加入者 (6，998)

地震保険非加入者 (8，500)

【地震保険加入状況別(詳細)】

地震保険加入者 (6，998)

共済加入者(地震担保) (895) 

その他地震補償加入者 (202)

火災保険のみ加入者 (4，491)

共済加入者(地震不担保) (147) 

保険共済非加入者 (2，765)

. 密集している 口密集していない

住居周辺の建物密集度は、地震保険加入者と非加入者で大きな違いはみられなかった。

地震保険非加入者について詳細にみると、その他地震補償加入者の区分では、「密集して

いるJ(57.9%)の比率が高く、その他の区分を大きく上回っている。また、共済加入者(地

震担保)の区分では、「密集していなしリ (64.0%)の比率が高くなっている。
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( 7 )購入時にもっとも優先する立地条件

Q69目あなたが、住居建物を購入するとした場合、立地条件として次のどれを優先しますか。

優先度の高い順に最大 5つまで選んでください。

( 1位のみ集計)

交通の便や通勤時間

土地や建物の価格

街並み

地震や火山のリスク

(津波、液状化等を含

む)

雪や台風のリスク

(洪水、高潮等を含

む)

子供の学区や

教育上の配慮等

親など親類との距離

治安

治療療養に向いた地

自然環境

日当たり

眺望

土地勘がある

その他

わからない

【地震保険加入状況別】

. 地震保険加入者(円三6998)

口 地震保険非加入者(円三8500)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 

19.4 

23.1 

38.3 

35.8 

20 

【地震保険加入状況別(詳細)】

.地震保険加入者(n三6998)

口共済加入者〔地震担保)(n=895) 

口その他地震補償加入者(n=202)

火災保険のみ加入者(n三4491)

.共済加入者〔地震不担保)(n=147) 

口保険共済非加入者(n=2765)

10% 20% 30% 40% 50% 



住居建物購入時に優先する立地条件(もっとも上位にあげたもの)をみると、地震保険

加入者 (38.3%)、非加入者 (35.8%) ともに、「交通の便や通勤時間」が 3割強で最も高

い。非加入者は加入者に比べて、「土地や建物の価格J(23. 1 %)の優先度が高い。

地震保険非加入者について詳細にみると、共済加入者(地震不担保)の区分では、「土地

や建物の価格J(27.2%) の優先度がその他の区分よりも僅かに高くなっている。
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